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第 7 話 文化の発達 

一方では産業、貿易も興
おこ

り、いろいろな文化も益々健全に発達するが、 

又、西洋風に溺
おぼ

れる者も生じたために、国粋
こくすい

保存
ほ ぞ ん

も起こる。 

 

産 業
さんぎょう

の進歩
しんぽ

 

  立憲
りっけん

政治
せいじ

の準備が進むと共に、一方では産 業
さんぎょう

、貿易
ぼうえき

も 漸
ようや

く興
おこ

った。 とりわけ工業の進歩が 著
いちじる

し

かったが、これには政府の 奨
しょう

励
れい

と保
ほ

護
ご

とが大い
おおい

に与
あづ

かって力があった。 即ち、政府は、模範
もはん

工 場
こうじょう

を設
もう

け、或いは民間の企
き

業
ぎょう

家
か

に補
ほ

助
じょ

金
きん

を与
あた

え、資
し

本
ほん

を貸
か

してやったりしたのみならず、技
ぎ

術
じゅつ

を習
なら

わせるため

に 職
しょっ

工
こう

を洋
よう

行
こう

させたり、又、工 業
こうぎょう

教 育
きょういく

を 施
ほどこ

すために学校を建
た

てたり、諸種
しょしゅ

の製造
せいぞう

試験所
しけんしょ

を建てたり

した。  

例
たと

えば、模範工場として設

けたものには、明治 5 年の群馬

県の富岡
とみおか

製
せい

絲
し

場、同 7年の東京

深川
ふかがわ

のセメント製造所
せいぞうじょ

、同 9年

の東京千住
せんじゅ

の製 絨
せいじゅう

工場、およ

び品川の硝子
ガラス

製造所、10 年の群

馬県新町
しんまち

の屑糸
くずいと

紡績所
ぼうせきじょ

、14, 5

年の広島、愛知の紡績所などが

ある。 これらの模範工場に倣
なら

って、民間にも私立
しりつ

工場を起こ

す者がだんだん出て来たため

に、我が工業界は頓
とみ

に面
めん

目
ぼく

を

改
あらた

めるに至
いた

ったのです。 

 

 

   群馬           富岡
とみおか

製
せい

絲
し

工場     

繰
くり

絲
いと

工
こう

場
じょう

も倉
そう

庫
こ

も娯
ご

楽
らく

場
じょう

も創
そう

業
ぎょう

当
とう

時
じ

ままの煉
れん

瓦
が

建
けん

築
ちく

 

2014 年に世界遺産登録 

交通
こうつう

の便
べん

 

  また、産業を発達させるには、交通
こうつう

の便
べん

をよくすることが最も必要だが、これに就
つ

いても政府は大い

に力を尽
つ

くしたり、保
ほ

護
ご

を与えたりした。 即ち、陸上にはますます鉄道
てつどう

が敷設
ふせつ

されると共に、海運界
かいうんかい

に

は、政府が 専
もっぱ

ら保
ほ

護
ご

した日本郵船
ゆうせん

や、大阪商 船
しょうせん

などの諸会社が起こって、内外の交通、運輸
うんゆ

がきわめて

便利となったのです。 そこで、商業も 従
したが

って起こり、海外との貿易
ぼうえき

もまた大いに開けた。 

貨幣
かへい

制度
せいど

の確立
かくりつ

 

  貨幣
かへい

制度
せいど

は、新政府には金
きん

貨幣、銀
ぎん

貨幣、銭
せん

貨幣の三つがおのおの独立して、互
たが

いに本
ほん

位
い

、補
ほ

助
じょ

の関
かん

係
けい

が全くなかった上に、 両
りょう

、分
ぶ

、朱
しゅ

、貫
かん

、匁
もんめ

、文
もん

などの呼名
よびな

もやや複雑
ふくざつ

であったのみならず、各藩でそ
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の領 内
りょうない

だけに通
つう

用
よう

する紙
し

幣
へい

を勝
かっ

手
て

に発
はっ

行
こう

していたりしたので、この実
じっ

際
さい

の 流
りゅう

通
つう

状
じょう

態
たい

は 頗
すこぶ

る煩
はん

雑
ざつ

をき

わめていた。  

それで、政府は明治 3年 11 月、新貨幣法を発布
はっぷ

して、一円
えん

の銀貨でもって本位貨幣、即ち基本の貨幣

とすることにしたが、翌 4年 5 月、更に金本位制
きんほんいせい

を採用
さいよう

する事になったために、 改
あらた

めて新貨幣条 例
じょうれい

を発

布して、貨幣の種類
しゅるい

を、本位金貨は 20 円、10 円、5円、2円、1 円の 5種に、補助銀貨は 1 円、50 銭
せん

、20

銭、10 銭、5 銭の 5 種、補助銅貨
どうか

は 2 銭、1 銭、半銭、1 厘
りん

の 4 種とした。 いづれも 10 進
しん

法
ほう

の数
かぞ

え方
かた

で、円
えん

、銭
せん

、厘
りん

の新しい呼び名の下
もと

に統一
とういつ

したのです。 

経済界
けいざいかい

の安定
あんてい

 

  とはいえ、実際
じっさい

の財政
ざいせい

は、維新以来、歳
さい

入
にゅう

が少
すく

なく、迚
とて

ももろもろの経
けい

費
ひ

を支
し

弁
べん

するには足
た

らなか

ったので、政府はその不
ふ

足
そく

を 補
おぎな

わんがために頻
しき

りに紙幣
しへい

を発行
はっこう

した。 西南
せいなん

の役
えき

後はことにそれが 甚
はなは

だ

しくなったところから、ついに紙幣の 価
あたい

が下がって、物価
ぶっか

が高くなり、その弊害
へいがい

がおいおいに 現
あらわ

れて来

た。 そこで、兌換
だかん

の制度
せいど

、即
すなわ

ち紙幣を正貨と引
ひ

き換
か

えるという制度を始めて、これを整理
せいり

することとし、

日本
にほん

銀行
ぎんこう

を設けて、もっぱら兌換券
だかんけん

を発行
はっこう

させた。これより経済界
けいざいかい

は大いに安定するに至ったといわれる。 

信 教
しんきょう

の自由
じゆう

 

  こういう間に、諸種の文化もますます健全
けんぜん

な発達
はったつ

を遂
と

げたが、とりわけ話しておきたい事の一つは、

信 教
しんきょう

の自由
じゆう

を許
ゆる

された事です。  

廃仏
はいぶつ

毀釈
きしゃく

 

維新のはじめの頃には、復古
ふっこ

の気分
きぶん

が社会にみなぎって、一時、神
しん

道
とう

を盛
さか

んにして仏
ぶっ

教
きょう

をおさえよ

うとした運動が起こった。 所謂
いわゆる

 廃仏
はいぶつ

毀釈
きしゃく

がこれで、寺塔
じとう

を破
やぶ

り、仏
ぶつ

像
ぞう

を壊
こわ

すものさえ 現
あらわ

れたが、し

かし、千数百年來
らい

の信仰
しんこう

が、そんな事くらいで容
よう

易
い

に破
やぶ

れる筈
はず

がなかった。 仏教は少しも 衰
おとろ

えなかっ

たのみならず、これまで久
ひさ

しく安
あん

逸
いつ

をむさぼっていた僧
そう

侶
りょ

らは却
かえ

ってこのために目ざめて、社会の教化
きょうか

に

つくすような 傾
かたむ

きとなって来た。 

  また、キリスト教は、江戸時代以来、明治の初年になってもなお国禁
こっきん

の 宗 教
しゅうきょう

でしたが、明治 3年に

至り、政府は外国
がいこく

公使
こうし

の抗議
こうぎ

によって、拘 束 中
こうそくちゅう

の長崎付近浦
うら

上村
がみむら

の信者 40 人を解放したり、また条約改

正のさまたげになるとの理由で、明治 6 年の初め、切支丹
きりしたん

禁制
きんせい

の高札
こうさつ

を取り去ったりしたので、キリスト

教の布教
ふきょう

は、いわば黙認
もくにん

の形となり、外国から宣
せん

教
きょう

師
し

が来て熱
ねっ

心
しん

に布教したばかりか、わが国人にもは

やくこの伝道
でんどう

に 従
したが

う者もいた。  

新 島 襄
にいじまじょう

の同志社
どうししゃ

 

中にも旧上州安中
あんなか

藩士新 島 襄
にいじまじょう

は、幕末、その禁
きん

のまだ厳しかった元治
げんぢ

のころに、ひそかにアメリカ

に渡
わた

ってキリスト教を研 究
けんきゅう

していたが、明治 7 年 12 月、帰朝
きちょう

、翌 8 年 11 月、京都にキリスト教主義の

学校同志社
どうししゃ

を建てて、教育と伝道に全力を注
そそ

いだのです。 
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  それで、その頃からキリスト教もようやく行われて、信者の数も次第に増すようになった。 とは言

え、なお民間の迫害
はくがい

は容易
ようい

に止
や

まなかったが、憲法が発布されるに及
およ

んで、信教の自由が許されたので、

ここにはじめて宗教上の 争
あらそ

いは止
や

んで、各 宗
かくしゅう

各派
かくは

共にそれぞれ円満
えんまん

な発達
はったつ

を見るようになった。 

教 育
きょういく

の発達
はったつ

  

  また、教 育
きょういく

は、明治 5 年 8 月に学制
がくせい

がしかれてから、普通
ふつう

教 育
きょういく

が行
い

きわたると共に、帝国
ていこく

大学
だいがく

お

よび各種
かくしゅ

の専門
せんもん

学校
がっこう

が設
もう

けられて、高等
こうとう

の教育もおいおいに進んだのみならず、今まで世
よ

に 顧
かえり

みられな

かった女
じょ

子
し

教
きょう

育
いく

および実
じつ

業
ぎょう

教
きょう

育
いく

などもようやく興
おこ

った。 学校にも、官
かん

立
りつ

、公
こう

立
りつ

の外に、私
し

立
りつ

の学舎
がくしゃ

    

も少なからず設けられたが、中でも殊
こと

に著
ちょ

名
めい

なのは福
ふく

沢
ざわ

諭
ゆ

吉
きち

の創
はじ

めた慶
けい

応
おう

義
ぎ

塾
じゅく

、大
おお

隈
くま

重
しげ

信
のぶ

の起
お

こした東
とう

京
きょう

専
せん

門
もん

学
がっ

校
こう

などです。  

福沢
ふくざわ

諭
ゆ

吉
きち

の慶応
けいおう

義塾
ぎじゅく

 

  福沢諭吉は、安政 6 年 9 月、幕府の外国奉行 新見
しんみ

豊前
ぶぜんの

守
かみ

正興
まさおき

が、例の

最初の通商条約の交換
こうかん

のために、我が国最初の遣
けん

米
べい

使節
しせつ

としてアメリカ合衆

国に 赴
おもむ

いた時に、その随
ずい

行
こう

員
いん

となって渡
と

米
べい

した一人であって、後、文
ぶん

久
きゅう

元

年にもまた幕府の使節の一行に加わってヨーロッパに行ったりもした。 早

くから世界の事
じ

情
じょう

に通
つう

じていたので、すなわち洋学
ようがく

をもって新文明
しんぶんめい

を開
ひら

こ

うと、慶応
けいおう

3 年、慶応義塾を京 橋
きょうばし

の鉄砲
てっぽう

洲
ず

に開きました。  

    

 

       福沢
ふくざわ

諭
ゆ

吉
きち

 

戊辰
ぼしん

の上野戦争の時に、彼が講義
こうぎ

している室外
しつがい

にも、市民のあわて騒
さわ

いで駆
か

けて行く音が聞こえたり、

轟然
ごうぜん

たる大砲の音や豆を炒
い

るような小銃の音なども遥
はる

かに聞こえて来たりしたが、彼はしばらくも講義を

止
や

めようともしなかったばかりか、生徒らが外の騒ぎに気を取られて、そわそわしているのを見ると、戦

争と学問との別なものである所以
ゆえん

を説
と

いて、「今日、江戸中で 机
つくえ

に向っているところは恐
おそ

らくはこの慶応

義塾だけであろう。 これに対して、諸
しょ

君
くん

は大
おお

いに誇
ほこ

りを感
かん

じなければならない。 しかるに、日本人同
どう

士
し

の区
く

々
く

たる小
こ

ぜりあいぐらいに気を取られるような事で、どうして将来この日本の新文明を築
きづ

こうとい

う大使命
だいしめい

を果
はた

すことが出来るか。」と、火を吐
は

くような熱
ねつ

弁
べん

で、しかも 諄
じゅん

々
じゅん

と遠
えん

大
だい

な抱
ほう

負
ふ

を述
の

べた。 生

徒らは皆深
ふか

く感
かん

動
どう

して、それからは銃 声
じゅうせい

がいかに烈
はげ

しく聞こえて来ても、もはや誰
だれ

一人としてこれに耳
みみ

を

傾
かたむ

ける者も無かったということです。 

東 京
とうきょう

専門
せんもん

学校
がっこう

 

また東京専門学校は、大隈
おおくま

重信
しげのぶ

が明治 14 年に国会
こっかい

開設
かいせつ

の遅速
ちそく

の問題で、薩長系の参議らと意見を異
こと

にし、

ついに余儀
よ ぎ

なく職をやめて野
や

に下
くだ

らなければならなくなった時に、同時に会計
かいけい

検査
けんさ

院一等検査官の職をや

めた小野
お の

梓
あづさ

らとはかり、政治と学問とは断じてこれを分離
ぶんり

しなければならないという主張から、所謂
いわゆる

学問

の独立
どくりつ

を唱
とな

えて、明治 15 年 10 月にこれを開いたのです。 初めは政治科
せ い じ か

、法律科
ほうりつか

および理学科
り が く か

を設
もう

け、邦語
ほうご

で専門
せんもん

の学科
がっか

を教 授
きょうじゅ

するのを眼目
がんもく

としたが、外
ほか

に英語科
え い ご か

を置いて、自治
じ ち

の精神に最も富
と

んでいる英国人
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風の気風
きふう

を涵養
かんよう

しようとしたといわれる（訳注：今の早稲田
わ せ だ

大学です）。 

教 育
きょういく

勅語
ちょくご

 

  こうして、教育の設
せつ

備
び

はいよいよ備
そな

わったが、維新以来、しきりに西洋の文物
ぶんぶつ

制度の輸入につとめた結果、ややもすれば

その文明
ぶんめい

に酔
よ

うて、わが国 情
こくじょう

に合わない

思想なども、何の差別もなく鵜呑
う の

みにして

しまったために、ついにはわが国古来の道

徳をも軽んじるような風 潮
ふうちょう

さえ起こっ

て来た。 例
たと

えば、わが国古来の美
び

風
ふう

で 

  

              東 京
とうきょう

専門
せんもん

学校
がっこう

   今の早稲田
わ せ だ

大学の前身 

ある 忠
ちゅう

孝
こう

仁
じん

義
ぎ

の道
みち

なども、まるで未
み

開
かい

野
や

蛮
ばん

な遺
い

風
ふう

かの如
ごと

くに 嘲
あざけ

って、これを修 身 書
しゅうしんしょ

から除
のぞ

くべきだと

いう意見を抱
いだ

く者さえいるようになったのです。 まことに以
も

っての外
ほか

の考えちがいで、そのために国民

の思想も動揺
どうよう

し、従って、教育の方
ほう

針
しん

にも迷
まよ

うような有
あり

様
さま

になって来た。 

  そこで、明治 23 年 10 月 30 日、天皇は教育に関する 勅
ちょく

語
ご

を下
くだ

され、国民道徳の大
おお

本
もと

を示
しめ

された。 実

に第一回の帝国議会が東京に 召 集
しょうしゅう

される約一ヶ月前のことです。 

 

朕
ちん

惟
おも

うに、我
わ

が皇
こう

祖
そ

皇
こう

宗
そう

国
こく

を肇
はじ

めること宏
こう

遠
えん

に、徳
とく

を樹
た

てること深
しん

厚
こう

なり。  

我
わ

が臣
しん

民
みん

 克
よ

く 忠
ちゅう

に、克
よ

く孝
こう

に億
おく

兆
ちょう

心
こころ

を一
いち

にして世
よ

々
よ

厥
そ

の美
び

を済
な

せるは、これ我
わ

が国
こく

体
たい

の精
せい

華
か

にして、 教
きょう

育
いく

の淵
えん

源
げん

また実
じつ

にここに存
そん

す。  

爾
なんじ

臣
しん

民
みん

 父
ふ

母
ぼ

に孝
こう

に、 兄
きょう

弟
だい

に友
ゆう

に、夫
ふう

婦
ふ

相
あい

和
わ

し、朋
ほう

友
ゆう

相
あい

信
しん

じ、恭 倹
きょうけん

己
おのれ

を持
じ

し、博愛
はくあい

を 衆
しゅう

に及
およ

ぼし、学
がく

を修
おさ

め 業
ぎょう

を習
なら

い、以
も

って知
ち

能
のう

を啓
けい

発
はつ

して、徳器
とくき

を成 就
じょうじゅ

して、進
すす

んで公
こう

益
えき

を広
ひろ

め、

世
せい

務
む

を開
ひら

き、常
つね

に国
こっ

憲
けん

を重
おも

んじ、国
こく

法
ほう

に 随
したが

い、一
いっ

旦
たん

緩
かん

急
きゅう

あれば義
ぎ

勇
ゆう

公
こう

に奉
ほう

じ、以
も

って天
てん

壌
じょう

無
む

窮
きゅう

の皇
こう

運
うん

を扶
ふ

翼
よく

すべし。  

是
これ

の如
ごと

きは独
ひと

り朕
ちん

の 忠
ちゅう

良
りょう

なる臣
しん

民
みん

たるのみならず、又
また

以
も

って 爾
なんじ

の祖
そ

先
せん

の遺
い

風
ふう

を顕
けん

彰
しょう

する

に足
た

らん。 

この道
みち

は実
じつ

に我
わ

が皇
こう

祖
そ

皇
こう

宗
そう

の遺
い

訓
くん

にして、子
し

孫
そん

臣
しん

民
みん

が倶
とも

に 遵
じゅん

守
しゅ

すべき 所
ところ

である。 之
これ

を古
こ

今
こん

に通
つう

じて 謬
あやま

らず、之
これ

を 中
ちゅう

外
がい

に 施
ほどこ

して悖
もと

らず、朕
ちん

は 爾
なんじ

臣
しん

民
みん

と倶
とも

に拳
けん

々
けん

服
ふく

膺
よう

して、咸
みな

その徳
とく

を一
いち

にせんことを庶
こ

い幾
ねが

う。 

  ここにおいて、教育の方針
ほうしん

も確立
かくりつ

し、国民の向
むか

うところも初めて明らかになった。 爾来
じらい

、教 育
きょういく

勅語
ちょくご

は、

全国の各種の学校で、三
さん

大節
だいせつ

をはじめ、大切な儀式には、必ず奉読
ほうどく

されることになった。 今日においては、

国民の殆ど大多数がこれを暗記
あんき

しているというくらいになっている。（訳注：戦後、1948 年にこの教育勅語は 公
おおや
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けでは廃止になりました。） 

面
めん

目
ぼく

を 改
あらた

めた文
ぶん

芸
げい

美
び

術
じゅつ

 

  教育が発達するにつれて、学 術
がくじゅつ

も大いに進歩したが、文学や美術も時勢につれてその面目を改めた。 明

治初年の頃には、江戸時代末期の文学をそのまま承
う

け継
つ

いだ所
いわ

謂
ゆる

戯
げ

作
さく

者
しゃ

流
りゅう

の洒
しゃ

落
れ

と滑
こっ

稽
けい

と道
どう

楽
らく

とを唯
ゆい

一
いつ

の

生
せい

命
めい

としたような、 頗
すこぶ

る幼
よう

稚
ち

なもののみが行われていたが、やがて西洋の書物がしきりに翻訳
ほんやく

されて、新し

い思想
しそう

が紹 介
しょうかい

されると、間もなく政治
せいじ

小 説
しょうせつ

がさかんに起こって、一時、小説界を風靡
ふうび

した。  

時代が政治上の変
へん

革
かく

の後を承
う

けて、例の国会開設を要求する声が方々にあがっていた時でしたから、世間
せけん

の

興味
きょうみ

もまた一般に政治に向っていたのでしょう。 

新
しん

文
ぶん

学
がく

の道
みち

を拓
ひら

いた坪
つぼ

内
うち

逍
しょう

遥
よう

 

  しかし、明治 15 年 4月に初めて新
しん

体
たい

詩
し

というものが 現
あらわ

れて、後年、

日本詩
し

壇
だん

の中心となった 長
ちょう

詩
し

の一体をおこす先駆
せんく

となった。 ついで 18

年 5 月には、坪内
つぼうち

逍 遥
しょうよう

の芸 術 論
げいじゅつろん

『小 説
しょうせつ

神髄
しんずい

』とその趣旨
しゅし

を具体化
ぐ た い か

し

て見せたといわれる『当世
とうせい

書生
しょせい

気質
かたぎ

』とが出て、まことの新文学の道を拓
ひら

いた。  

すると、忽
たちま

ちこの主
しゅ

張
ちょう

に啓
けい

発
はつ

されて、二
ふた

葉
ば

亭
てい

四
し

迷
めい

の『浮
うき

雲
ぐも

』が 現
あらわ

れた。 この作は、その文体が全く新しい原文
げんぶん

一致体
 いっちたい

で、今日のこの口
こう

語
ご

文
ぶん

体
たい

の基
き

礎
そ

を据
す

えたという点でも、特に注目すべきものとされている。 

  ついで、尾崎
おざき

紅葉
こうよう

を中心とした硯
けん

友社
ゆうしゃ

の人々も、この新気運
きうん

に乗じて

活動を始めて、これより明治の文学は非常に盛
さか

んになった。 

 

 

     坪
つぼ

内
うち

逍
しょう

遥
よう

  

洋楽
ようがく

の流 行
りゅうこう

 

  音楽の洋楽
ようがく

もまた早くから行われたが、これを最初に我が国に 導
みちび

き入れたのは、キリスト教と軍楽
ぐんがく

です。 

キリスト教は礼
れい

拝
はい

のために賛
さん

美
び

歌
か

をうたった他に、布教
ふきょう

のために夙
つと

に女学校を各地に設けて唱歌
しょうか

を教えたので

す。 軍楽は、明治以前から諸藩に行われた所謂
いわゆる

鼓隊
こたい

がその始めですが、明治 4年に兵部省
へいぶしょう

がこれを一つに集

めてから、ここに初めて軍楽の端緒
たんしょ

が開けたのです。 

我
わ

が
が

美
び

術
じゅつ

工
こう

芸
げい

の復
ふっ

興
こう

 

  又、明治の初めには、何事も新
しん

を競
きそ

うあまり、我が国固有
こゆう

の文化
ぶんか

は、何もかも旧 弊
きゅうへい

であるとして、濫
みだ

り

に打破
だ は

することをつとめた。 旧来の名画や名器をも卑
いや

しんだくらいでしたので、従って狩
か

野
のう

派
は

の天
てん

才
さい

狩
か

野
のう

芳
ほう

崖
がい

、橋
はし

本
もと

雅
が

邦
ほう

の絵
かい

画
が

なども、ほとんど世に 顧
かえり

みられなかった。 しかしその後、世人
せじん

もおいおい我が固
こ

有
ゆう

の美
び

術
じゅつ

の重
おも

んずべきを悟
さと

り、美
び

術
じゅつ

学
がっ

校
こう

も設
もう

けられて、もっぱら国
こく

風
ふう

の技
ぎ

術
じゅつ

を 教
きょう

授
じゅ

するようになったために、

やがて我が美術、工
こう

芸
げい

も大いに復
ふっ

興
こう

の機
き

運
うん

に向
むか

った。  
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極 端
きょくたん

な欧化
おうか

主義
しゅぎ

 

  さて、西洋文化の輸入
ゆにゅう

が維新当時の一般
いっぱん

の風 潮
ふうちょう

であった事は、以上に述べて来たところでもおわかりと

思うが、当時の人々は、こうして何もかも西洋風に倣
なら

う事を「文
ぶん

明
めい

開
かい

化
か

」と 称
しょう

して、競
きそ

ってこれに 赴
おもむ

いたの

です。  

服装や、食物や、住宅などを西洋風にしようとしたくらいは未だ良かったが、次第にそれが 甚
はなは

だしくなっ

て、例えば、学校の講義なども、大学程度
ていど

のところは勿論
もちろん

、中学程度のところでさえ教師は外国人が多かった

上に、教室内では日本語を厳禁
げんきん

するといったような有様でした。 中には日本人の教師が、わざわざ英語で講義
こうぎ

の下書
したが

きを作って来て、これを教室で読み上げるというようなことさえも行われたが、その馬
ば

鹿
か

々
ば

々
か

しさを誰
だれ

も

あやしまなかったほどに、当時の人々は西洋風に溺
おぼ

れてしまっていたのです。  

その最も極 端
きょくたん

な例として、よく話の種となるのは、「国語
こくご

を一変
いっぺん

して英語にしよう」と言う意見を、政府

部内における一部の者が、まじめに抱
いだ

いていたことです。 後に文部大臣となって、名文 相
もんしょう

の名の高かった森
もり

有礼
ありのり

のような人も現
げん

にその一人で、彼は明治 5年に中 弁
ちゅうべん

務士
む し

としてアメリカ合衆国に在
あ

った時に、この意見を

もって言語学の泰斗
たいと

であるエール大学教授ホイットニーに正
ただ

して見た。 ところが、ホイットニーは極
きわ

めて

厳
げん

正
せい

な学
がく

者
しゃ

の態
たい

度
ど

で、有
あり

礼
のり

の意
い

見
けん

の 甚
はなは

だ無
む

謀
ぼう

なのを指
し

摘
てき

して、一
いっ

国
こく

の開花
かいか

は 必
かなら

ずその国語によらなけ

ればならない所以
ゆえん

を説
と

いて聞かせたので、有
あり

礼
のり

はその計
けい

画
かく

を思
おも

い止
とま

ったといわれる。 

国粋
こくすい

保存
ほ ぞ ん

 

  こうして、文化の輸入も、熱心なあまりに非常識
ひじょうしき

に走ったりして、我が良 風
りょうふう

美俗
びぞく

をそこなうような

事も少なくなかったので、ついにこれに反対して、国
こく

粋
すい

保
ほ

存
ぞん

の論
ろん

が起
お

こり、これに 伴
ともな

っ
っ

て
て

旧
きゅう

来
らい

の事
じ

物
ぶつ

を

尊
そん

重
ちょう

する風が生じた。 能楽
のうがく

、芝居
しばい

などが再び流行して、広く世間一般の娯楽
ごらく

に 供
きょう

されるようになった

のも、その一端
いったん

のあらわれです。 

(  第７話 文化の発達 終わり。 次は前頁に戻り、第８話 朝鮮事変と天津条約 ) 


